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シェルと空澗磯造に鶴する璽鰯セミナー：１９９塁

拝啓「ひが－し－，と－きよ－．に－し－，あき－おおーさか－．みな－み－，など一や－．き－

た－，かな－ざわ－．」張りのある呼出奴の声が聴こえて参ります．お陰様で飯綱夏場所は１姫38力

士のご参加を頂き，益々 の賑わいとなりました．参加の力士は各々 39部のレジュメを化粧回しに差し

挟み，いよいよ向こう正面より土俵に上がって参ります．

８月８日立秋は正午，全役揃い踏み．ご都合によりお出ましが遅れる場合には，あらかじめ下記連

絡先までお知らせ下さい．間もなく時間一杯となりましょう．好取組が期待されます．どうかご注目

下さい．

記

開催期日：1994年８月８日（月）～８月11日（木）

開 催 場所：アゼィリヤ飯綱

〒380長野市飯綱高原2471-79TELO262-39-2522

FAXO262-39-2626

主催：東京大学生産技術研究所半谷研究室

金沢工業大学工学部建築学科高山研究室

名古屋大学工学部建築学科大森研究室

広島大学工学部建設構造工学吉田研究室

参加費：３２，０００円

日程：

″

〆

f藤、

(連絡先)広島大学工学部建設構造工学吉田長行TELO824-24-7802FAXO824-22-7194

／

Ｉ

8:00‐ 8:30‐ 12:00‐ １３:00-17:1０ 18:00‐

8/8(月）

長野駅西口
あぶらや前

送迎バス
11:２０頃出発

昼食
6題

(各20分）
休
憩

6題
(各20分） 夕食

8/9(火） 朝食
5題

各20分

休
憩

5題
各20分

昼食
6題

(各20分）
休
憩

6題
(各20分）

夕食

8/10(水） 朝食
-10:1０

5題

戸隠山登山
奥社入り口行き送迎バス10:３０頃出発
下山後送迎バスにて帰還

懇親会

8/11(木） 朝食
笹が峰方面
送迎バス9:００頃出発／
長野駅，その他の方面は現地解散
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『シェルと空間構造に関する夏期セミナー：1994』

参加者名簿

東京大学生産技術研究所 〒106東京都港区六本木7-22-1

ＴＥＬ:Ｏ３－３４０２－６２３１ＦＡＸ:０３－３４７９－０２４７

１.半谷裕彦２.川口健一３.吉中進４．銭志偉

５.宮崎賢一６.マイケル・フエルナンデス７.宮村倫司

８．尾中敦義９.森川淳１０.那花謙二(東京都立大）

11.兼光知巳(清水建設）１２.和田安弘１３.大矢俊治

14.金在烈１５.金井頼利(職業能力開発大学校）

16.西田明美(大井研）

金沢工業大学工学部建築学科

1.高山誠

5.早川泰行

名古屋大学工学部建築学科

1.萩原伸幸

5.八木孝憲

㈱フジタ技術研究所

〒921石川県野々市町扇が丘7-1

ＴＥＬ:O762-48-1100FAX:０７６２－９４－６７１５

2.石 原成悦３.岡本忠蔵４.竹田法男

6.大屋誠(豊橋技科大）

〒464-01愛知県名古屋市千種区不老町

ＴＥＬ:Ｏ５２－７８９－３７５２ＦＡＸ:0５２－７８９－３７７３

2.石原競

6.山本憲司

3.中増裕介

7.金子慶一

4.野田浩

8.山田耕司

〒223神奈川県横浜市港北区大棚町７４

ＴＥＬ:０４５－５９１－３９４０ＦＡＸ:０４５－５９１－３９２３

1.鈴木俊男２．本間俊雄３.中川太郎

太陽工業㈱空間技術研究所 〒573大阪府枚方市招提田近3-20

ＴＥＬ:Ｏ７２０－５６－９１１９ＦＡＸ:０７２０－５６－９１０４

1 .小田憲史２.田波徹行３.河野義裕４.鍾国強(東大生研）

広島大学工学部建設構造工学 〒724広島県東広島市鏡山1-4-1

ＴＥＬ:Ｏ８２４－２４－７８０２ＦＡＸ:０８２４－２２－７１９４

1.吉田長行２.諏訪 政雄

以上合計39名
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一講演発表日程一

●
●

(20分／題）８月８日（月１３：００～１５：００

1.金子慶一（名大）：スペースフレームの弾塑性定常振動解析に関する定式化

2.野田浩（名大）：回転シェル有限要素法による変厚円筒シェルの弾性安定問題

の定式化

3.早川泰行（金工大）：鉄筋コンクリート円筒シェルの破壊性状と最大耐力につい

て～既往の実験結果のまとめ～

4.山田耕司（名大）：横せん断力の働く閉断面円筒シェルの三次元形状非線形解析

5.竹田法男（金工大）：地震力を受けるクランク型ＲＣ耐震壁の力学性状に関する

研究

6.尾中敦義（東大）：平板構造の弾塑性解析の流れ

解

●
●

(20分／題）二８日（月）１５:１０～１７：１０
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曲げモーメント分布を極小とする形態の数値解析

設計原形曲面としての吊り下げ曲面の形態解析

非線形計画法を用いた膜構造の最適初期形状決定問題

不安定構造のDynamics-関連研究のSurvey-

片側応力構造の振動と安定

ＣｏｍｐｕｔａｔｉｏｎｏｆＳｔａｂｉｌｉｔｙＢｏｕｎｄａｒｙｆｏｒＭｕｌｔｉ－Ｐａｒａｍｅｔｅｒ
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13.諏訪政雄（広大）：動的地盤剛性の時刻歴変換法

14.中川太郎（フジタ）：ＡＬ法による不整形地盤の地中変位と地表面点加振解析

15.マイケル・フェルナンデス（東大）：振動系の形状解析

16.西田明美（東大）：球形シェルの波動伝播特性

17.萩原伸幸（名大）：複合非線形系の定常振動解とその性質

●
●

●
●
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(20分／題）８月_９日（火）８:30～１０：１０

８月９日（火）１０:２０～１２:00

Ｖ

(20分／題）

18.吉中進（東大）：任意形状シェルの形態解析

19.石原競（名大）：極小曲面の数値解析（アワーグラスモードについて）

20.銭志偉（東大）：トラス構造の位相決定問題

21.那花謙二（都立大）：①多角形の組み合わせ理論とニューラルネットワーク

②畳み込み理論

22.田波徹行（太陽工業）：不安定構造物の安定化移行解析一余解法と特解法一



＝９日（火）００～１１ (20分／題）

23.石原成悦（金工大）：偏在積雪加重を受ける鉄筋コンクリート薄肉偏平円筒シェ

ルの研究

24.大屋誠（豊橋技科大）：鉄筋コンクリート球形シェルの破壊特性と最大耐力に

ついて～実験と解析の比較～

25.金在烈（東大）：平面版におけるブラジール効果の解析

26.和田安弘（東大）：コンプレッションリングの座屈に関する研究

27.宮村倫司（東大）：直交異方性の膜に発生するしわの実験と解析

28.本間俊雄（フジタ）：教科書的問題ガ実二面白イ

８月９日（火）１５:１０～１７：１０ (20分／題）

29.岡本忠蔵（金工大）：鉄筋コンクリートシェル構造の新簡易工法に関する研究

～鉄筋トラスシェルエ法について～

30.河野義裕（太陽工業）：膜構造の非線形弾性解析

31.大矢俊治（東大）：軽量空間構造の自動化試験装置

32.兼光知巳（清水建設）：大スパン構造の逆施工経路解析

33.川口健一（東大）：GeneralizedlnverseMatrixAnalysisofStructures

-GeometricalMeaningofGeneralizedlnverse-

34,金井頼利（職能開発大）：形態制御構造におけるアクチュエータ配置と制御解析

８月１０日（水）８：３０～１０１０ (20分／題）

35.吉田長行（広大）：耐震設計における相互作用効果

36.小田憲史（太陽工業）：全天候型仮設テントの開発

37.鈴木俊男（フジタ）：

38.高山誠（金工大）：鉄筋コンクリート薄肉偏平球形シェルの破壊性状

～裾梁剛性の影響について～

39.半谷裕彦（東大）：構造物の形態解析と創生

４－
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日商：８月ＩＣＢ（水）午後

直差祁加：雨カサ，嫌￥称


